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８－４ 権限共有と権限委譲：（Ⅱ）権限委譲 

 

権限委譲（trading of authority）とは、人が行っていたタスクをある時点で機械が引き

継ぐ、あるいは機械が行っていたタスクをある時点で人が引き継ぐ、というように、ある特

定のタスクを担当する主体（いいかえれば、タスクを実行する権限を持つ主体）が交代する

ことをいいます（Sheridan 1992; Inagaki 2003）。タスクを担当する主体が固定化され

ておらず、時の流れのなかで動的に変わる形態であることから、権限委譲は動的機能配分の

本質といえます。  

 

【例１】A さんが ACC を作動させて先行車への追従を続けているとき、隣のレーンを走っ

ている B 車が A さんの車の前に割り込もうとする気配を見せたとしましょう。も

ちろん ACC に縦方向の制御を任せたままにしていてもよいのですが、「ここは気

持ちよく私の前に入れるようにしてあげよう」と考えた A さんは、いったん ACC

を解除し、割り込みが完了した B 車との間隔を適切に調整した上で再び ACC を

作動させることにしました。このとき、ACC を解除した時点で、「縦方向の制御

にかかわる権限が ACC から A さんへ委譲された」ことになります。また、その

後、再び ACC を作動させるとすると、その時点で「縦方向の制御にかかわる権限

が A さんから ACC に委譲される」ことになります（図１）。 

 

 

図１ 縦方向の制御にかかわる権限委譲 

 

例１では、権限委譲が必要であると判断し、実行したのは人（A さん）でした。しかし、

機械の判断で権限委譲が実行されることもあります。つぎはそのような例です。 
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【例２】自動列車停止装置 ATS（automatic train stop）は、信号機に停止信号が提示さ

れているにもかかわらず列車の運転士が的確なブレーキ操作をしないとき、自動

的に非常ブレーキを作動させて列車を信号機の手前で停止させるシステムです。

ATS が導入されたのは昭和 40 年代初頭でした。その後、さまざまな改良が加え

られ、昭和 60 年代前半には ATS-P が登場しました。列車が停止信号を提示して

いる信号機に接近すると、ATS-P は、その列車に搭載された車上装置と地上に設

置された複数の地上装置の間で情報伝達を行いながら、信号機からの距離に応じ

て列車の許容走行速度（速度照査パターンといいます）を計算します。そして、列

車の速度が許容走行速度を上回っており、停止信号を提示している信号機を通り

過ぎるおそれがあると判断すると、ATS-P は警報を発すると同時に自動的にブレ

ーキを作動させて列車を停止させます（図２）。速度照査パターンの内側にいる（車

速が許容走行速度より小さい）間は、列車の速度制御の権限は運転士にありますが、

わずかでもパターンの外側に出ると、その時点で列車の制御の権限は運転士から

ATS-P に委譲されることになります。しかも、「権限委譲を実行すべきか否か。

実行するなら、それはいつか」の判断は、機械（ATS-P）が行っています。 

 

 

図２ 自動列車停止装置 ATS-P の作用例 

 

 権限委譲では、「いつ、誰から誰へ権限を移すか」をどのようにして決めるのかの検討が

不可欠ですが、「誰がその判断を下し、権限委譲を実行するのか」の検討も重要な課題です。

「人間中心の自動化」の観点からいえば、「権限委譲の判断を下すのが人でなければならな

い」と考えたくなるところですが、ATS の事例からも想像できるように、「権限委譲の判断

を下すのは、必ずしも人でなければならないというのではなく、場合によってはコンピュー

タ（機械）であってもよいのではないか」という議論も可能です（Inagaki 2003）。権限

委譲の判断・実行の権限は、「人間中心の自動化」の論議とも関係して、ヒューマンマシン

システムの根幹にかかわる難しい問題です（稲垣 2011）。 


